
三越の包装紙のデザインづくりをしました 

 

６月２２日（木）、株式会社三越伊勢丹及び株式会社岩田屋三越が主催する「三越共創包

装紙教育プログラム」に、A部門小学部 4 年生、A 部門中学部２年生、B部門中学部２年生

の児童生徒計７９名が参加しました。創業３５０周年を迎える三越の包装紙「華ひらく」を

本校の児童生徒がデザインする取組です。 

プログラムでは、三越の方々の包装の実演に始まり、グラフィックデザイナーの岡本健さ

んによる「包装紙に込められた想い」「デザインの方法」についてのお話を聞いた後、児童

生徒の自由な感性で包装紙をデザインしました。当日は計４社のメディア取材が入り、慣れ

ない取材の中でも集中して制作に取り組んだり、インタビューに一生懸命に答えたりする

等、とても貴重な一日となりました。 

制作した包装紙の一部は、実際の店舗で秋頃に使用される予定です。児童生徒が制作した

包装紙が、贈り物を温かい気持ちで包むことを楽しみに、みんなで秋を待ちたいと思います。 

 

 

【包装の実演】              【岡本先生の話】 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑素早い手さばきに「おー！」と歓声が！    ↑包装紙にも様々な想いが込められてい

ることを知りました。 

 

【制作の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑「美しいと思う自然の形」をテーマに、自由に用紙を切ったり、配置について積極的に話

し合ったりしました。 

 

 

 



【メディア掲載】 

 

 

 

 

 

 

 

↑RKB「タダイマ！」にて活動の様子が放送されました。（６月２２日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑西日本新聞（６月２３日朝刊）            ↑読売新聞（６月２３日朝刊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑朝日新聞（7月２日朝刊） 


